
特色選抜　［入学者選抜における求める生徒像・選抜方法］

学校番号 課程

37 全日

計 500 点

250 点

200 点

50 点

備
考
等

※①・②・・・・評定及び部活動の実績・検定資格の点数は基準表に基づいて点数化する(令和8年度特色選抜実施基準を参照)

※③・・・・・・団体種目は登録メンバーを証明する書類を添付すること。（実績を証明する書類の提出についてを参照）
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募集定員
（特色選抜）

文理探究科32名/普通科　３２名

１．学力検査
５０点満点×５(教科)＝２５０点満点

２．調査書
ア:教科の評定　　１００点　　　※①評定はA・B・C・D・E・Fの６段階で評価する
イ:部活動/資格・検定の取得状況等　　１００点
※②１項目を基準表に基づき点数化する（※③大会結果、資格・検定については証明する書類が必要である)

３．独自検査

【各選抜項目における配点】

ア：実施内容・・・・・・・・面接
イ：面接方法・・・・・・・・個人面接
ウ：面接委員の構成 ・・1組２名
エ：面接時間・・・・・・・・1人10分程度
オ：テーマ
　　・・・「中学校における部活動･資格検定取得等の実績や３カ年で頑張ったことを高校生活でどう活かすか」
カ：質問内容
　　上記テーマのもと、次の(1)(2)に関する複数の質問をします。
　　(1)志望理由　 (2)自己アピール
キ：評価の観点
　　・・・各質問に対する回答の具体性。

上記１から３を基に、調査書の記載内容を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。
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【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

○自ら目標を設定し、達成に向けて主体的・計画的に取り組むことのできる生徒
○自らの考えを、根拠を踏まえて理論的に述べることができる生徒
○自他を尊重しながら、他者と協働することができる生徒
○郷土について興味･関心があり、郷土理解に努めることができる生徒

【選抜において重視する観点】

○自らの進路を選択し、目標に向かって日々努力することができる
○自ら判断し責任を持って行動し、粘り強さや思いやり、いたわりの心を持っている
○自他の考えを尊重しながら他者と協働することができる
○部活動や生徒会活動に意欲的に取り組み「文武両道」を目指すことができる
○郷土の自然や歴史･文化に誇りを持ち、好奇心･探究心が旺盛である

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

宮古 文理探究科・普通科
文理探究科:８０
普通科：160


